
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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－ 自転車の正しい乗り方を学ぼう －
うづか幼稚園・兎塚小学校交通安全教室

　4月 30 日、うづか幼稚園・兎塚小学校で子ども

たちの安全意識の向上や、交通事故防止を目的とし

て行われた交通安全教室。子どもたちはグラウンド

に設けたコースを自転車で走り、正しい乗り方や交

通ルールを真剣に学んでいました。

　（本号 14ページに関連記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

土
砂
災
害
に
は
①
土
石
流
②
が
け
崩
れ
③
地
す
べ
り

―
―
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
発
生

前
に
は
、
地
鳴
り
な
ど
の
異
音
、
土
臭
い
な
ど
の
異
臭
、

流
水
や
わ
き
水
の
異
常
な
ど
の
前
兆
現
象
が
確
認
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
前
兆
現
象
を
見
聞
き
し
た
ら
、
災
害
の
発

生
を
警
戒
す
る
と
と
も
に
、
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
・
集
中
豪
雨
の
時
期

梅
雨
・
集
中
豪
雨
の
時
期

土
砂
災
害
か
ら
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守
り
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
り
ま
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ょ
う
●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課
防
災
安
全
室

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課
防
災
安
全
室

　

長
雨
や
大
雨
に
よ
り
地
面
に
大
量
の
水
が
染
み
込
み
、

弱
く
な
っ
た
斜
面
が
崩
れ
る
こ
と
で
発
生
す
る
土
砂
災

害
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
般
的
に
、
１
時
間
に
20
㎜
以
上
ま
た
は
降
り
始
め

か
ら
１
０
０
㎜
以
上
の
雨
が
続
い
た
場
合
、
土
砂
災
害

の
発
生
危
険
度
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
気
象
情

報
や
災
害
の
前
触
れ
に
注
意
し
、
事
前
に
避
難
準
備
や

避
難
経
路
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
の
対
応
方
法
を
ま
と

め
た
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
全
戸
配
布

を
行
い
ま
し
た
。
普
段
か
ら
の
備
え
の
た
め
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

注
意
し
よ
う
！

注
意
し
よ
う
！

主な特徴 主な前兆現象

①
土
石
流

　山腹や渓流にたまった土

砂が集中豪雨などで一気に

下流へと押し流される現象。

　一瞬のうちに家屋や田畑

を壊滅させます。

【直前】

 ・周囲が土臭い 、地鳴りがする

 ・流水が急激ににごる

 ・渓流の水位が異常に低下する

【1～ 2時間前】

 ・渓流内で石の転がる音がする

 ・流木が発生する

【2～ 3時間前】

 ・流水が異常ににごる

②
が
け
崩
れ

　斜面の地表に近い部分が

突然崩れ落ちる現象。

　崩れ始めから崩れ落ちる

までが短時間であるため、

避難が難しい災害です。

【直前】

 ・わき水が止まる 、噴き出す

 ・斜面の一部に亀裂が発生する

 ・斜面が膨らみだす

 ・小石がぼろぼろ落下する

 ・地鳴りがする

【1～ 2時間前】

 ・小石がぱらぱら落下する

 ・新たなわき水が発生する

 ・わき水がにごる

【2～ 3時間前】

 ・わき水の量が増加する

 ・斜面の表面を水が流れる

③
地
す
べ
り

　斜面（の一部）が地下水

と重力の影響でゆっくりと

下方へ移動する現象。

　大規模なものが多いこと

から、大きな被害をもたら

します。

【切迫性が極めて大きい】

 ・地鳴り、山鳴りがする

 ・地面が震動する

【切迫性が大きい】

 ・池や沼の水位が急変する

 ・亀裂や段差が発生、拡大する

 ・落石や小さな崩落がある

 ・構造物が膨らみだす

 ・構造物に亀裂が発生する

 ・木の根が切れる音する

 ・樹木が傾く

【切迫性が小さい】

 ・井戸水がにごる

 ・わき水が枯れる

 ・わき水の量が増加する
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　あらゆる自然災害を対象

に、災害発生時に被害を受

けた住宅の再建・補修を支

援するフェニックス共済（兵

庫県住宅再建共済制度）。

　住宅には年額 5,000 円の

負担で最高 600 万円 ( 半壊

以上の場合 ) の、家財には年

額 1,500 円の負担で最高 50

万円（床上浸水または半壊

以上の場合）の給付があり

ます。

　また、住宅には年額 500

円の追加負担で補修時など

に 25万円（一部損壊の場合）

を給付する制度もあります。

　災害はいつ発生するか分

かりません。「もしも」「まさ

か」に備えて、ぜひ加入しま

しょう。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
つ
け

て
気
象
警
報
に
注
意
す
る
と
と
も

　

土
砂
災
害
の
発
生
に
対
し
て
特

に
注
意
を
必
要
と
す
る
場
所
と
し

て
①
扇
状
地
②
山
岳
地
帯
③
造
成

地
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

①
は
山
間
部
で
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
土
石
流
に
②
は
集
中
豪
雨
に

よ
る
山
崩
れ
、
特
に
木
の
少
な
い

山
間
部
に
お
け
る
土
石
流
に
③
は

地
盤
が
緩
む
こ
と
に
よ
る
危
険
性

に
、
そ
れ
ぞ
れ
注
意
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
地
域
は「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
が
ど
ん

な
場
所
な
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

（
下
記
）
で
検
索
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
普

段
か
ら
危
険
を
感
じ
る
場
所
が
あ

る
場
合
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

で
き
る
こ
と
！

で
き
る
こ
と
！

早
め
の
避
難
の
た
め
に

早
め
の
避
難
の
た
め
に

兵庫県ＣＧハザードマップフェニックス共済

①
住
ん
で
い
る
場
所
を
知
る

②
雨
が
降
り
出
し
た
ら
！

　兵庫県は、防災意識の

向上と災害時の的確な行

動を啓発するため、防災

・減災に役立つ情報「兵

庫県ＣＧハザードマッ

プ」を、県のホームペー

ジで配信しています。

　このシステムは平時と

災害時の利用にあたり次

のような特徴があります

ので、大雨などに備えて

一度ご確認ください。

【平時】

①  5 つの自然災害（洪水、土砂災害、津波、高潮、ため池災害）の浸水

エリアや危険個所、避難に必要な情報を表示します。

　※見たい地点を郵便番号、主要施設、地図等から簡単に検索可能

② 駅や公共施設などの主要地点において、災害危険度のイメージを CG

などで確認できます。

③ 災害の恐ろしさや避難時の留意点など学ぶ「防災学習」を掲載してい

ます。

④  作図機能を用いて、地域の防災マップの作成が可能です。

　※文字や線などで地域ごとの災害時の危険箇所を追加可能

【災害時】

① リアルタイム情報(雨量、水位、カメラ画像など)

や避難所情報を表示します。

② 気象情報に加え、各種観測情報（河川、道路、

土砂災害、潮位）などを一元的に提供します。

　

役
場
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に

は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
①
避
難
準

備
（
避
難
の
準
備
、
要
援
護
者
の

避
難
開
始
）
②
避
難
勧
告
（
指
定

さ
れ
た
場
所
へ
の
速
や
か
な
避
難

開
始
）
③
避
難
指
示
（
直
ち
に
避

難
）
―
―
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
避
難
情
報
が
発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
身
に
危
険
を

感
じ
た
場
合
は
自

主
的
な
避
難
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
情
報
に
注
意
！

に
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
情
報
は
「
防
災
ネ
ッ

ト
香
美
」（
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ

ト
）
に
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ

と
で
、
お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
自
動
で
送

信
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

bosai.net/kam
i/

）
か
、
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
行
え
ま
す
。
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地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

香
住
地
区

境 高村 啓介

一日市 田中 一行

若　松 伊藤 和夫

香　住 中村 曉

西香住 石田 秀昭

七日市 倉橋 邦彦

駅　前 本庄 正人

森 青山 政彦

間　室 山村 俊雄

油　良 岡田 馨

矢　田 濵田 勝也

下　浜 吉川 晴雄

奥
佐
津
地
区

九　斗 角秋 正幸

米　地 稲垣 長門

丹生地 北村 宏明

西下岡 谷口 栄一

下　岡 亀村 庄二

上　岡 竹中 幸生

隼　人 米田 宏幸

畑 青山 喜一

大　梶 山本 一男

三　川 見塚 修

土　生 三上 博章

本見塚 杉立 弥一郎

佐
津
地
区

相　谷 沼田 直文

奥安木 安田 勇

浜安木 安井 正

訓　谷 島田 斉

無南垣 神田 博史

柴
山
地
区

浦　上 藤原 孝治

上　計 寺川 賢二

沖　浦 塩谷 政弘

長
井
地
区

守　柄 山森 昭夫

加鹿野 瀧本 齊

三　谷 原 誠二

大　谷 藤澤 秀興

大　野 原田 純男

小　原 山根 満

中　野 前田 定

藤 西岡 清隆

八　原 原 久吉

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

余
部
地
区

市　午 谷口 眞治

梶　原 山﨑 順治

浜 坂田 操

西 山本 昇治

御　崎 門浦 光吉

鎧 藤原 稔

村

岡

区

村
岡
地
区

東　上 田中 勲

東　中 家現 清

本　町 水口 直美

野々上 西村 純男

殿　町 徳田 正賢

水　上 中村 久雄

川　上 太田 培男

中　西 田中 勲

新　町 西村 寛司

西本町 村上 行雄

用　野 田中 音幸

鹿　田 岸本 巖

相　田 田中 敏

神　坂 伊澤 近十郎

萩　山 田中 稔

板仕野 田中 春雄

大　糠 西村 繁

光　陽 渡邊 勝彦

高　井 文堂 福一

寺河内 坂本 眞一

耀　山 東垣 典雄

市　原 坂中 日出夫

兎
塚
地
区

福　岡 岩槻 末男

八井谷 小谷 克男

大　野 大林 敏晴

口大谷 岡澤 荒夫

中大谷 藤田 正芳

大　笹 田邊 文夫

高　坂 津崎 正三

池ヶ平 西井 秀一

和　池 西村 功

森　脇 森 吉見

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

村

岡

区

兎
塚
地
区

黒　田 長岡 美昭

宿 上田 彬雄

日　影 西村 一正

作　山 山根 和美

射
添
地
区

入　江 吉田 稔

和佐父 杉谷 信義

和　田 澤村 雅裕

長　板 古川 功兒

熊　波 伊井 脩

柤　岡 田中 眞徳

丸　味 對中 廣芳

川　会 中村 重信

高　津 田中 則義

長　須 奥谷 光正

味　取 岡本 一正

原 小谷 和夫

長　瀬 桑田 耕作

山　田 谷口 重雄

小　城 本谷 正伸

境 東垣 泰彦

小

代

区

神　場 林本 嘉宣

広　井 井上 薫

水　間 中村 彰男

野間谷 　田 義則

実　山 井上 幹夫

平　野 長岡 正

茅　野 中村 吉久

新　屋 田野 新一

秋　岡 朝倉 富征

東　垣 今井 正人

佐　坊 上田 良幸

鍛治屋 水間 浩二

貫　田 田村 正明

忠　宮 岡村 昌美

久須部 福田 昭仁

大　谷 太田垣 修

城　山 中村 正直

神　水 毛戸 良久

石　寺 藤原 敏和

猪之谷 前田 敏

熱　田 田淵 一義

（
52
）

（
21
）

 平成 27 年度 区長・自治会長・自治区長（敬称略、平成 27年 6月 1日 現在）

（
47
）

平成 27年度 町連合自治会
新体制が決定しました

●問い合わせ先　役場総務課・各地域局

　6月 1日、役場本庁舎で町連合自治会総会が行われ、

昨年度の事業報告や今年度の事業計画などの審議が行

われました。併せて、今年度の役員新体制が左記のと

おり承認されました。

　なお、今年度お世話になる区長、自治会長および自

治区長の皆さんは下表のとおりです。

 平成 27 年度 町連合自治会役員（敬称略）

・会長　太田 培男（村岡区）

・副会長　田村 正明（小代区）

　　  　藤原 孝治（香住区）

・理事　角秋 正幸（香住区）

　　  　島田 斉（香住区）

　　　  谷口 眞治（香住区）

　　  　山根 満（香住区）

　　  　上田 彬雄（村岡区）

　　  　太田垣 修（小代区）

・会計　谷口 重雄（村岡区）

・監事　倉橋 邦彦（香住区）

　　  　中村 彰男（小代区）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　出前講座は、町民の皆さんが主催される集まり

に町職員が無料で講師として出向き、担当する業

務についてお話をするものです。

　講座には下表のものがあります。また、ご要望

があればこれ以外の業務も説明します。

平成 27年度
　　出前講座開講

お気軽にご利用ください！

●問い合わせ（申し込み）先　役場総務課

注）担当部署で※があるものは町教育委員会部局注）担当部署で※があるも は町教育委員会部局

No 講座名（担当部署） 講座内容

1 防災安全（総務課） 町の防災体制、災害への備え方、対策など

2 予算から見たまちづくり（財政課） 平成 27年度予算から見たまちづくり

3 公共交通（企画課） バス、鉄道などの公共交通機関の利用

4 町税のしくみ（税務課） 町税の概要

5 消費者問題（町民課） 悪徳商法（無料点検商法、架空請求など）から身を守る

6
ごみの資源化・減量化に向けた取り組み
（同上）

ダンボールゴミコンポストを利用した生ごみの減量化、マイバッグ運動によるレジ袋の削
減など

7 ごみの分け方・出し方（同上） 新分別区分の正しいごみの分け方・出し方

8 マイナンバー制度（同上） 10月から「個人番号」の付番・通知が始まるマイナンバー制度～通知カードと個人番号カード～

9
国民健康保険、福祉医療助成制度（健康
課）

国民健康保険の概要、暮らしに役立つ福祉医療助成制度の給付内容（高額医療費の還付・
貸付、補装具代の還付など）

10 健康づくり（同上）
食育、子育て、生活習慣病予防、こころや歯の健康、予防接種など、生涯を通した健康づ
くりの実践

11 後期高齢者医療制度（同上）
後期高齢者医療制度のしくみ、暮らしに役に立つ給付内容（高額医療費の還付、補装具代
の還付など）

12 特定健診、特定保健指導、がん検診（同上） 健（検）診の意義、特定保健指導の内容、健康寿命を伸ばす生活習慣指導など

13 福祉施策（福祉課） 福祉の各種制度の概要（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉など）

14 介護保険（同上） 介護保険制度の概要（サービス、利用者負担、介護保険料、相談窓口など）

15 介護予防いきいき講座（同上） 高齢者の転倒や認知症の予防、心の健康、食生活改善など

16 認知症サポーター養成講座（同上） 認知症を正しく理解し、当事者やその家族を温かく見守る応援者の育成など

17 山陰海岸ジオパーク（観光商工課） 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力

18 農振農用地と農地転用（農林水産課） 農振農用地の指定と解除、農地転用許可など

19 道路網（建設課） 但馬地域の高速交通網と整備の現状

20 水道のしくみ（上下水道課） 水道のあらまし、浄水場の見学

21 下水道のしくみ（同上） 汚水処理（水再生）のしくみ、浄化センター見学

22 下水道への接続相談（同上） 下水道接続なんでも相談

23 香美町の教育（教育総務課※） 町教育振興基本計画の概要、教育の重点

24 ３つの町民運動（同上） 読書、あいさつ、体力づくり運動

25 ふるさと給食（同上） 学校給食を通した食育や地産地消の推進など

26 学校教育（こども教育課※） 小中学校の教育の概要

27 就学前教育（同上） 就学前教育の概要

28 子育て学習（同上） 子育て学習の概要

29 香美町の歴史文化（生涯学習課※） 町内の歴史や文化遺産を分かりやすく解説

30 生涯学習とふるさと教育（同上） 生涯学習、ふるさと教育、社会教育の概要

31 人権を学ぶ（同上） ワークショップにより、人権について考える

32 ラジオ体操、ウオーキング講座（同上） 身近で継続できる体力づくり

33 在宅介護（公立香住病院） 介護の心得と身体のお世話

▼申し込み方法

　 　申し込みができるのは、原則、

町内に在住、在勤、在学の 10人以

上の団体・グループです。

　 　開催予定日の 2 週間前までに、

役場へお申し込みください。

▼開催日時・場所

　 　原則、平日 13:00 ～ 21:00 まで

の間で 90分以内。会場は町内とし

ます。

▼会場の手配など

　 　会場設営や講座運営は、申し込

み団体が行ってください。会場使

用料が必要な場合は、申し込み団

体が負担してください。また、材

料費などは、申し込み団体に負担

していただくことがあります。

▼開催にあたって

　 　政治、宗教、営利を

目的とした講座には講

師を派遣できません。
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福
祉
医
療
と
は
、
乳
幼
児
や
小
・
中
学
生
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
障

害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
皆
さ
ん
の
医
療

保
険
診
療
に
お
け
る
自
己
負
担
分
の
一
部
（
中
学
生
ま
で
は
全
額
）
を
、

県
や
町
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

６
月
下
旬
に

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

新
た
に
受
給
資
格
を

有
す
る
人
へ

所
得
課
税
証
明
の
提
出
が

必
要
な
人
へ

受
給
者
証
を

使
用
す
る
際
の
注
意
点

　

現
在
お
持
ち
の
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
青
色
）」
の
有
効
期
限
は
、６
月
30
日
（
火
）

で
す
。

　

受
給
資
格
審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
受
給

資
格
の
あ
る
人
に
は
６
月
下
旬
に
新
し
い
受

給
者
証
（
黄
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
７
月
か

ら
は
新
し
い
受
給
者
証
を
健
康
保
険
証
な
ど

と
一
緒
に
医
療
機
関
な
ど
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
該
当
し
な

い
人
に
は
非
該
当
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
新
た
に
受
給
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

　

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
で
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平

成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
所
得
課
税
証
明

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

① 

平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
町
内
に
転
入

し
た
場
合

② 

扶
養
義
務
者
な
ど
が
町
外
に
在
住
し
て
い

① 

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に

お
け
る
負
傷
や
疾
病
に
対
す
る
診
療
に
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
災

害
共
済
給
付
」
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て
受
給
者
証
を
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

② 
他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

③ 

転
居
、
転
出
、
世
帯
構
成
の
異
動
、
所
得

の
修
正
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受

給
資
格
変
動
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
届
け

出
が
必
要
で
す
。

④ 

県
外
の
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
は
受
給
者

証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
証
の

み
で
受
診
後
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
で
申
請
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

 

申
請
の
際
に
は
、
領
収
書
の
原
本
、
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
、
振
込
口
座
の

分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑤ 

保
険
給
付
の
対
象
外
の
も
の
に
は
助
成
さ

れ
ま
せ
ん
（
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
食
事
代
、

文
書
料
な
ど
）。

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

① 
他
市
町
か
ら
転
入
し
て
申
請
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
人

② 

受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
未
申

請
の
人

※ 

申
請
手
続
き
に
は
、
印
鑑
と
健
康
保
険
証

な
ど
が
必
要
で
す
。

る
場
合

③ 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
香
美
町
で
所
得

課
税
状
況
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

※ 

受
給
資
格
審
査
に
は
平
成
26
年
中
の
所
得

要
件
の
確
認
が
必
要
で
す
。
所
得
申
告
を

し
て
い
な
い
人
や
所
得
申
告
が
必
要
の
な

い
人
も
、
受
給
資
格
審
査
の
た
め
に
早
急

に
役
場
税
務
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
か
ら

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

区分・対象者 所得制限 負担限度額など

老人医療費助成制度

65 ～ 69 歳までの人 町民税非課税世帯で、所得
金額に年金収入額を加えた
額の合計が 80万円以下

■誕生日が昭和 24年 7月 1日以降
・自己負担割合
　　定率２割負担
・負担限度額（月額）
　　外来：区分Ⅰは 8,000 円、区分Ⅱは 12,000 円
　　入院：区分Ⅰは 15,000 円、区分Ⅱは 35,400 円
■誕生日が昭和 24年 6月 30 日以前
・自己負担割合
　　区分Ⅰは 1割負担、区分Ⅱは 2割負担
・負担限度額（月額）
　　外来：区分Ⅰ、Ⅱのいずれも 8,000 円
　　入院：区分Ⅰは 15,000 円、区分Ⅱは 24,600 円

重度障害者医療費助成制度

・ 障害程度が 1、2 級の身体障
害者
・ 重度 ( 療育手帳 A 判定 ) の知
的障害者
・ 重度 ( 精神障害者保健福祉手
帳 1級 ) の精神障害者

本人および扶養義務者など
の町民税所得割税額の合計
額が 23万 5千円未満
（注１）

■外来
　 1 保険医療機関など当たり 1日 600 円を限度に月 2回まで
　（低所得者は 1日 400 円を限度に月 2回まで）
■入院
　・自己負担割合
　　　定率 1割負担
　・負担限度額（月額）
　　　一般 2,400 円（低所得者は 1,600 円）（注２）
　※ 連続して 3ヵ月を超える入院の場合、4ヵ月目以降の一部
負担はなし

高齢重度障害者医療費助成制度

後期高齢者医療制度の被保険者
のうち、上記「重度障害者医療
費助成制度」の対象者に該当す
る人

上記重度障害者医療と同じ 上記重度障害者医療と同じ

母子家庭等医療費給付制度

・ 18 歳に達した年度の末までの
子どもまたは 20 歳未満の高
校在学中の生徒を監護する母
（父）およびその子ども
・ 遺児（年齢は同上）

児童扶養手当 ( 全部支給 )
の所得制限の基準を準用
（ 扶養親族２人の場合、所得
95万円未満）

■外来
　1保険医療機関など当たり 1日 800 円を限度に月 2回まで
　（ 低所得者は 1日 400 円を限度に月 2回まで）
■入院
　・自己負担割合
　　　定率 1割負担
　・負担限度額（月額）
　　　一般 3,200 円（低所得者は 1,600 円）（注２）
　※ 連続して 3ヵ月を超える入院の場合、4ヵ月目以降の一部
負担なし

乳幼児等医療費助成制度

０歳～小学３年生までの子ども 扶養義務者などの町民税所
得割税額の合計額が 23 万
5千円未満
（注１）
（ ０歳児は所得制限なし）

外来、入院のいずれも全額無料

こども医療費助成制度

小学４年生～中学３年生までの
子ども

扶養義務者などの町民税所
得割税額の合計額が 23 万
5千円未満
（注１）

上記乳幼児等医療と同じ

注 1… 住宅借入金等特別税額控除や寄付金税額控除のそれぞれの適用前の額から、16 歳未満の扶養親族１人につき 19,800 円、
16 歳以上 19 歳未満の扶養親族１人につき 7,200 円を差し引いて計算

注 2… 表中の「低所得者」とは、町民税非課税世帯で、所得金額に年金収入を加えた額の合計が 80 万円以下の人を指す

各種福祉医療制度の対象者、所得制限、負担限度額などの一覧
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
国
民
全
て
に
12
桁

の
番
号
を
付
番
し
て
行
政
事
務
な
ど
を
効
率

化
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
高
め
、

公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
作

ら
れ
た
制
度
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　

国
民
一
人
一
人
に
付
番
さ
れ
る
12
桁
の
番

号
の
こ
と
で
、
中
期
在
留
者
や
特
別
永
住
者

な
ど
の
外
国
人
に
も
付
番
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
番
号
は
、
情
報
が
漏
え
い
し
て
不
正

に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
生

涯
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
第
三

者
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
通
知
し
ま
す

　

町
内
に
住
民
票
が
あ
る
全
て
の
人
に
対
し

て
、
今
年
の
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
を
発
送
し
ま
す
。

　

発
送
は
住
民
票
の
住
所
地
に
行
い
ま
す
の

で
、
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お

住
ま
い
の
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
運
用
し
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
段
階
的
に
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課
・
町
民
課

10
月
か
ら
12
桁
の
個
人
番
号
を
通
知

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
支
給
で
き
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
６

月
１
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
す
で
に
送
付
し
て
い
る

現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
載
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

６
月
30
日
（
火
）

　

※ 

未
提
出
の
ま
ま
２
年
が
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
受
給
権
を

失
い
ま
す
。

提
出
書
類

①
現
況
届

②
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

※ 

受
給
者
の
年
金
が
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
な
ど
国
民
年
金
以
外

の
場
合

③ 

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
所

得
課
税
証
明
書

　

※ 

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

　

こ
の
ほ
か
状
況
に
応
じ
て
提
出
が

必
要
と
な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

提出期限をお忘れなく！
児童手当の現況届出

●問い合わせ（提出）先　役場福祉課・各地域局

▲マイナンバーキャラクター　
　「マイナちゃん」

個
人
番
号
カ
ー
ド
も
交
付
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
後
、
申
請
を
行
え
ば

平
成
28
年
１
月
以
降
に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
る
ほ
か
、
本
人
の
写
真
が
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
カ
ー
ド
記
載
の
有
効
期
限
ま
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
そ
の
交
付
時

に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
返
納
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
重
複
し
て
持
つ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
・
20
・
０
１
７
８
（
有
料
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

町
で
は
、
集
落
や
地
域
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
担
い
手
の
確
保
や

将
来
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
定
め

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
や
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
て

農
地
を
借
り
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
借
受
希
望
の
申
し
込
み
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

「
新
た
に
農
地
を
借
り
て
規
模
拡

大
を
し
た
い
」「
分
散
し
た
農
地
を

ま
と
め
た
い
」「
新
規
就
農
す
る
の

で
農
地
を
借
り
た
い
」
と
考
え
て
い

る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

　

６
月
30
日
（
火
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

申
し
込
み
方
法

　

役
場
農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域

局
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
兵
庫
み

ど
り
公
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
役
場

農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
同
公

社
へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
８

農地の借受希望者を募集！
意欲のある農業者を支援

●問い合わせ先　役場農林水産課

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
体
温

調
節
が
う
ま
く
で
き
ず
、
熱
が
体
内
に
こ
も
っ
て

し
ま
う
「
熱
中
症
」。
め
ま
い
、
吐
き
気
、
だ
る

さ
な
ど
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り
、
重
症
に
な
る
と

命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
は
特
に
注
意
を

　

熱
中
症
患
者
の
約
半
数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
そ
の
原
因
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

① 

暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に

高
体
温
に
な
り
や
す
い

② 

水
分
が
不
足
し
が
ち
で
、
脱
水
症
状
に
な
り
や
す
い

③ 

汗
を
あ
ま
り
か
か
ず
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
や
す
い

　

暑
さ
の
感
じ
方
や
抵
抗
力
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
幼
児
や
障
害
が
あ
る
人
な
ど
も
熱
中
症

に
な
り
や
す
い
の
で
、
そ
の
家
族
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り
を
！

　

春
か
ら
夏
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
は
気
温
の
変

化
に
体
が
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
運
動
を
１
日
30
分
、
４
週
間
程
度
続
け
る
と

「
汗
を
か
く
習
慣
」
が
身
に
付
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
を
避
け
る
環
境
づ
く
り
を
！

　

外
出
す
る
と
き
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
こ

ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熱
中
症
は
屋
内
で
も
起
き
ま
す
。
扇
風

機
や
エ
ア
コ
ン
を
適
度
に
使
用
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
を
気
に
し

て
水
分
を
控
え
る
こ
と
も
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
の
症
状
と
対
処
法

　

万
一
、
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
次
の
表
を
参
考
に

対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

通通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
！

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
！

季
節
の
変
わ
り
目
、
元
気
に
過
ご
そ
う

症状 対処方法

軽
い

・めまい、立ちくらみ

・筋肉のけいれん

・元気がない

・うとうと居眠り

・汗がどんどん出る

・気分が悪い

急いで水分補給

（おすすめはスポー

ツドリンク）

や
や
重
い

・だるい

・頭痛がする

・吐き気がある

・吐く

・無気力な感じがする

早急な応急処置を

（涼しい場所で水分

補給と体を冷やす

こと）

重
い

・意識がない

・返事がおかしい

・呼吸が速い

・手足が動かない

・体温が高い

・ひきつけを起こしいる

救急車を呼んでく

ださい！

（命に関わります！）

熱中症の症状と対処方法
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　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

だまされないで！

【事例】

　自宅に「役場福祉課です。医療費の還付

手続きを案内しています。お手元に還付請

求手続きのはがきが届いていますか」と役

場職員を名乗る男性から電話があった。

　届いていないと答えると「こちらで受け

付けします。近くのＡＴＭ（現金自動預け

払い機）へ行き、携帯電話で折り返し連絡

をください」と指示された。

　その後、ＡＴＭへ行き、携帯電話で連絡

すると「私の指示通りにＡＴＭを操作して

ください」と言われたので、その通りに手

続きを行った。

　このような手続きをすることがあるのだ

ろうか。

【ひとことアドバイス】

◇ 役場、税務署、社会保険事務所などの公的機

関の職員を名乗り、電話で「医療費や税金の

還付があるので手続きをしてください」と伝

え、銀行やコンビニのＡＴＭから送金させる

「還付金詐欺」の手口です。

◇ 公的機関がＡＴＭで還付金を返還することは

絶対にありません。また、携帯電話を持って

ＡＴＭに行くように伝える場合、詐欺を疑っ

てください。

◇ そのような電話が掛かってきたら、ＡＴＭに

行かずに、まずは役場消費生活相談窓口にご

連絡ください。また、そのようなケースを見

聞きした場合は情報をお寄せください。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!
～医療費や税金の還付金詐欺～

　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ご

みの実例を挙げながら、皆さんに正しい分

別について学んでいただくこのコーナー。

　8回目は「蛍光管」です。

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
⑧蛍光管編

◎出す時のポイント
◆ 蛍光管は購入時の筒や箱に入れるか、新聞紙などで包んで

割れないようにしてから出してください。割れてしまった

場合は新聞紙などに包んでから袋に入れてください。

◆ 蛍光管には微量の水銀が含まれています。危険防止のため

割れない工夫をしてください。

◆ 袋から一部分がはみ出ても構いませんが、袋の口はしっか

りと結んでください。

　ごみは「収集日当日の朝８時まで」

に出してください。その日のごみの

量や天候により、収集時間が前後す

ることがありますので、必ず時間を

守るようにしましょう。

ちょっとおさらい！

白熱電球、茶碗、ガラスなど「燃やさないごみ」が混ざっている

　これらは、蛍光管と分け

て「燃やさないごみ袋」に

入れて燃やさないごみの日

に出してください。

　蛍光管だけを 1 つの「燃

やさないごみ袋」に入れて

蛍光管の日に出してくださ

い。蛍光管だけの場合なか

なかいっぱいになりません

が、ごみ処理作業員などの

危険防止のため、他のごみとは分けてください。

※ 古い「燃えないごいみ袋」は蛍光管、燃やさないごみ、粗大

ごみの３区分のごみに使用できます。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

４
月
22
日
、
福
祉
避
難
所
協
定
事
業
者

連
携
会
議
が
行
わ
れ
、
新
た
に
町
と
株
式

会
社
カ
マ
ダ
グ
ル
ー
プ
（
鎌
田
登と

み

こ

充
子
代

表
取
締
役
）
が
協
定
を
締
結
、
ま
た
新
規

施
設
と
し
て
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
む
ら
お

か
の
空
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
そ
う
の
花
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
締
結
に

よ
り
、
７
事
業
者
11
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害
発
生
時
に
通

常
の
避
難
所
で
は
避
難
生
活
が
困
難
に
な

り
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
要
援
護
者
の
た
め
に
開
設
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

浜
上
町
長
は
「
高
齢
者
や
障
害
者
に

と
っ
て
一
歩
ず
つ
で
は
あ
る
が
対
応
が
取

れ
て
き
て
い
る
。
万
一
の
た
め
に
も
町
と

し
て
積
極
的
に
協
力
体
制
を
取
っ
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
鎌
田
代
表
取
締
役
は
「
余

部
地
域
で
の
避
難
所
は
、
小
学
校
、
地
区

公
民
館
と
私
た
ち
が
運
営
を
す
る
『
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
知
恵
の
輪
』
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
は
受
け
入
れ
態
勢
を

と
り
、
積
極
的
に
対
応
を
し
た
い
」
と
力

強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
協
定
事
業
者
と
町
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、「
災
害
時
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
心
配
」「
要
援
護
者
数
に
対
し
て
収
容

で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

意
見
に
対
し
て
会
議
の
中
で
は
「
町
と
事

業
所
が
協
議
を
重
ね
、
さ
ら
に
密
接
な
連

携
を
図
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 協定書を交わす鎌田代表取締役（左）と浜上町長

 
新
た
に
１
事
業
者
と
福
祉
避
難
所
協
定
を
締
結

７
事
業
所
11
施
設
に
増
え
ま
し
た

森
林
資
源
の
活
用
と
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
！ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

５
月
９
日
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
（
村
岡
区
長
板
）
の
竣
工
式
典
が
同

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
70
人
出

席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

町
内
は
面
積
の
約
86
％
を
森
林
が
占
め

て
い
て
、
約
50
％
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
で
す
。
そ
れ
ら
の
３
分
の
２
近
く
が

樹
齢
40
年
生
以
上
で
、
そ
の
活
用
方
法
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
一
環
と
し
て
、
未

利
用
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
に
加
工
し
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
用
の
燃
料
と
し
て
供
給
し
よ
う
と
、

香
美
・
新
温
泉
両
町
と
北
但
西
部
森
林
組

合
（
伍
々
博
一
組
合
長
）
が
同
セ
ン
タ
ー

を
整
備
。
総
事
業
費
は
３
億
８
千
万
円
で

す
。

　

式
典
で
浜
上
町
長
は
「
町
内
は
未
利
用

の
森
林
が
多
く
、
そ
の
活
用
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
で
、

森
林
産
業
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
経
済
林

と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

伍
々
組
合
長
は
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
が
県
内
で
も
整
備
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ

ス
チ
ッ
プ
の
需
要
も
高
ま
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
森
林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
林
業
の
推
進
を
図
り
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

▲ テープカットで完成を祝う関係者

▲ 完成した木質バイオマスセンターと
　作業用機械
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散
歩
道
空
を
仰
げ
ば
一
斉
に
赤
白
競
い
て
咲
く
花
水

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

散
り
て
ゆ
く
花
び
ら
両
手
に
受
け
止
め
て
わ
か
ち
合

い
た
し
有
終
の
美
を　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

夏
近
し
皮
脱
ぎ
落
す
竹
の
子
の
小
枝
生
ま
れ
る
節
の

ま
に
ま
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

高
ら
か
な
啼
き
声
響
く
河
川
敷
国
鳥
キ
ジ
の
赤
き
頭

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

四
月
よ
り
社
会
人
で
す
ば
あ
ば
よ
り
お
守
り
送
る
ひ

と
言
添
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

海
を
裁
ち
真
向
い
て
き
し
舟
の
白
背
す
じ
の
伸
び
る

軽
さ
覚
え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

老
い
一
人
ま
た
身
罷
り
て
村
の
一
塊
消
え
て
ゆ
く
よ

う
な
さ
み
し
さ
に
居
り　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

矢
田
川
の
渓
谷
沿
い
を
バ
ス
は
行
く
山
吹
の
花
咲
き

て
明
る
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

蕗
の
と
う
た
ら
の
芽
う
ど
を
天
麩
羅
に
ほ
ろ
苦
き
味

に
心
浮
き
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

風
に
乗
り
車
窓
に
は
り
つ
く
し
花
一
片
そ
っ
と
手
に

取
り
風
に
も
ど
し
ぬ　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

朝
ぼ
ら
け
沖
に
漕
ぎ
出
す
舟
の
音
若
布
刈
れ
よ
と
啼

く
ホ
ト
ト
ギ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
顔
馴
染
み
の
媼

が
今
日
も
又
一
人
逝
き
給
ふ　
　
　

原
田 

明
美

ど
っ
か
り
と
水
平
線
に
着
く
や
否
や
燃
え
立
つ
夕
陽

は
し
ず
し
ず
と
沈
む　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会

　田中さんは、37 年間消防

職員として活躍され、平成

20 年に美方郡広域事務組合

消防長に就任。平成 23年に

退職されるまで常に現場の

最前線で活動されてこられ、

このたび瑞宝双光章を受章

されました。

春の叙勲

瑞宝双光章 田中音
お と ゆ き

幸さん
（村岡区用野）

　5月 19日に開催された町臨

時議会で、朝倉寿文氏（73歳、

小代区野間谷）が香美町教育

長に選任されました。

　朝倉氏は 3 月 27 日に急逝

された森脇俊晴前教育長のあ

とを受け、5月 20 日に就任。

任期は平成 30年 5月 19 日までです。

　役場本庁舎で行われた就任式では「教育はまちづく

りの重要な柱です。森脇前教育長のもとで作られた町

教育振興基本計画を着実に進めていきます」と抱負を

語られました。

朝倉寿文氏が就任
香美町教育長

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　朝倉氏は昭和 16年 9月生まれ。和歌山大学教育学

部を卒業後、西宮市立浜甲子園小学校教諭を皮切りに

主に但馬の小学校に勤務し、関宮町立関宮小学校長、

美方町立小代小学校長を歴任。その後、町教育委員会

委員や同委員長、また町教育長職務執行者などを務め

てこられました。

　上田さんは、スギやヒノ

キの苗木作りに 40年以上取

り組んでこられ、平成 11年

に兵庫県山林種苗協同組合

の理事に就任。平成 20年か

ら同組合の理事長に就任さ

れ、このたび黄綬褒章を受

章されました。

春の褒章

黄綬褒章 上田穣
ゆ た か

さん
（村岡区宿）



13 －広報 ふるさと香美 2015.6

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 5月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（4/21 ～ 5/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（4/21 ～ 5/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

記
後

編
集

　

今
月
号
の
取
材
に
行
っ
た

時
は
、
ど
の
日
も
晴
れ
て
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ

日
差
し
が
き
つ
く
、
気
が
付

け
ば
鼻
の
頭
が
日
焼
け
。
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
日
差
し
も
一
段

と
き
つ
く
な
る
の
で
、
水
分

補
給
な
ど
熱
中
症
対
策
に
気

を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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写真でつづる
まちのできごと

Photo News

木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
学
び
舎
に
！

　

４
月
25
日
、
村
岡
小
学
校
・
幼
稚
園
整
備
事
業
完
成
記
念
式
典
が
、
多

数
の
来
賓
や
村
岡
小
学
校
（
石
井
一
彦
校
長
、
96
人
）
全
児
童
が
出
席
す

る
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
は
平
成
25
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
建
物
の
耐
震
化

に
併
せ
て
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
や
地
元
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
利
用

し
た
木
造
木
質
化
に
取
り
組
み
、
１
期
工
事
で
は
、
管
理
教
室
棟
の
耐
震

補
強
と
大
規
模
改
修
、
２
期
工
事
で
は
体
育
館
の
耐
震
補
強
と
大
規
模
改

修
、
特
別
教
室
・
幼
稚
園
棟
の
木
造
改
築
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
校

舎
は
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
井
校
園
長
が
「
木
の
学
校
の
誕
生
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
人
に
感
謝
し
ま
す
。
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
、
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
後
、
ス
ラ
イ

ド
に
合
わ
せ
て
、
元
気
よ
く
学
校
の
特
徴
を
紹
介
し
た
児
童
た
ち
は
、
校

歌
を
斉
唱
し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
小

学
校
・
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

各
代
表
、
児
童
の
代
表
、

石
井
校
園
長
が
「
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
」
の
記
念
植
樹

を
行
っ
た
ほ
か
、
園
児
た

ち
に
よ
る
子
ど
も
み
こ
し
、

ま
た
、
山
下
晃あ

き
の
り功

島
根
大

学
名
誉
教
授
が
「
世
界
に

誇
る
木
育
教
育
を
香
美
町

か
ら
」
と
題
し
て
記
念
講

演
も
行
い
ま
し
た
。

村
岡
小
学
校
・
幼
稚
園
整
備
事
業
完
成
記
念
式
典
（
４
月
25
日
、
村
岡
小
学
校
）

▲ 記念植樹を行う関係者

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
30
日
、
う
づ
か
幼
稚
園
と
兎
塚
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ

れ
、
園
児
、
児
童
84
人
が
交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

県
交
通
安
全
室
、
県
警
交
通
企
画
課
の
協
力
に
よ
っ
て
、
学
科
講
習
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
け
た
コ
ー
ス
で
の
実
技
、
ま
た
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
利
用
し
た
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
と
小
学
１
・
２
年
生
は
小
学
校
周
辺
の
公
道
で
歩
き
方
の
指
導
を

受
け
、
３
年
生
以
上
は
学
科
講
習
と
自
転
車
の
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

実
技
で
は
、
自
転
車
に
乗
る
前
の
安
全
点
検
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
模
擬

コ
ー
ス
で
交
差
点
で
の
注
意
事
項
や
、
信
号
の
見
か
た
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
自
転
車
に
乗
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
を
走
っ
た
６
年
生
の
黒
田
季い

つ

き月
さ
ん
（
村
岡
区
福
岡
）
は
「
難

し
か
っ
た
で
す
。
信
号
を
ち
ゃ
ん
と
見
ら
れ
な
い
所
も
あ
り
ま
し
た
。
気

を
付
け
て
乗
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
し
た
６
年
生
の
西

垣
大そ

ら空
さ
ん
（
村
岡
区
中
大
谷
）

は
「
色
ん
な
人
が
出
て
き
て
難

し
か
っ
た
。
都
会
っ
ぽ
く
て
普

段
の
道
の
感
覚
と
は
違
い
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
警
交
通
企
画
課
の
瀬
戸
山

滿
み
つ
る

警
部
補
は
「
自
転
車
は
い
か

に
安
全
に
止
ま
る
か
が
重
要
で

す
。
毎
日
、
練
習
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。

う
づ
か
幼
稚
園
・
兎
塚
小
学
校
交
通
安
全
教
室（
４
月
30
日
、兎
塚
小
学
校
）

▲ 自転車シミュレーターを体験する児童たち
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色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
疾
走
！

第
２
回
香
住
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
（
4
月
26
日
、
香
住
区
）

　

４
月
26
日
、
第
２
回
香
住
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
が

行
わ
れ
、
快
晴
の
も
と
約
１
７
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
５
㎞
、
10
㎞
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
３
つ
で

い
ず
れ
も
香
住
漁
港
西
港
を
ス
タ
ー
ト
し
ジ
オ
パ
ー
ク

の
雄
大
な
景
色
を
見
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
は
最
大
高
低
差
が
85
ｍ
。
ラ
ン
ナ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
け
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
仮
装
を
し
て
沿
道
の
人
を
楽
し
ま
せ
な
が
ら
走
る

ラ
ン
ナ
ー
の
姿
も
あ
り
、
春
の
香
住
路
を
飾
っ
て
い
ま

し
た
。

　

沿
道
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
さ
っ
そ
う
と
走
る
ラ

ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
り
、
発
着
点
と
な
っ
た
香
住
漁
港

西
港
で
は
、
香
住
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
が

ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ

て
演
奏
し
、
ラ
ン

ナ
ー
を
暖
か
く
迎

え
て
い
ま
し
た
。

▲ 海岸線を走り抜けるランナー

清
流
矢
田
川
を
楽
し
も
う
！

第
28
回
小
代
渓
谷
ま
つ
り
（
５
月
４
日
、
秋
岡
も
み
じ
広
場
）

　

５
月
４
日
、
第
28
回
小
代
渓
谷
ま
つ
り
が
小
代
区

の
秋
岡
も
み
じ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
が
朝
６
時
か
ら
始
ま

り
、
40
人
の
渓
流
釣
り
の
愛
好
家
が
大
物
を
釣
り
上

げ
よ
う
と
竿
を
垂
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
焼
き
ヤ
マ
メ
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、

と
ち
も
ち
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の
バ
ザ
ー
や
ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
捕
り
、
但
馬
牛
が
当
た
る
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
と
い
っ
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ

や
釣
り
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
捕
り
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
体
長
15
㎝
以
上
の
ヤ
マ
メ
を
捕
ま
え
よ
う
と
奮

闘
。
参
加
し
た
子
ど
も
の
１
人
は
、「
魚
を
捕
ま
え

る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
祭
り

を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

▲ 岩陰に潜むヤマメを探す子どもたち

新
緑
の
中
で
森
の
遊
び
体
験
！

う
わ
の
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
（
５
月
17
日
、
兎
和
野
高
原
グ
リ
ー
ン
広
場
）

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好
天
の
中
、
毎
年
恒
例
の

う
わ
の
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
が
５
月
17
日
、
兎
和
野
高
原
グ

リ
ー
ン
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
つ
く
す
芝
生
の
緑
と
ツ
ツ
ジ
の
オ
レ
ン

ジ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
ほ
か
、
石
窯
焼
き
ピ
ザ
、
う
わ
の
鍋
、
但
馬
牛

ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
、板
仕
野
米
塩
む
す
び
な
ど
の「
じ

げ
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
み
木
工
作
や
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
が
で
き
る「
森
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ロ
ー
プ
を
巧
み
に
使
っ
て
木
に
登
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高
さ
７
ｍ
近
く
に
あ
る
枝
の
上
か

ら
地
上
を
見
下
ろ
す
と
い
っ
た
、
普
段
で
は
で
き
な

い
体
験
も
。
参

加
し
た
西
村
義

弘
さ
ん
・
悠は

る

き希

さ
ん
親
子
（
村

岡
区
日
影
）
は

「
初
め
て
体
験

し
た
が
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
。

ち

ょ

っ

と

怖

か
っ
た
け
ど
機

会
が
あ
れ
ば
ま

た
挑
戦
し
て
み

た
い
」
と
楽
し

そ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲ ツリーイングを体験する人たち
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世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
123

号
）
平
成
27
年
6
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

18）

11）

29）

11）

（平成 27 年 5月 1日現在）

19,290 人（－

9,225 人（＋

10,065 人（－

6,735 世帯（＋

第
53
回

ざ
な
み
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
さ
ざ
な
み
と
は
水
辺

な
ど
に
寄
せ
て
は
返
す
水
の
流
れ
で
す
。
こ
の
さ
ざ
な
み
の

影
響
で
底
の
砂
や
泥
が
巻
き
上
げ
ら
れ
て
で
き
る
波
の
よ
う

な
模
様
の
こ
と
を
「
さ
ざ
な
み
の
あ
と
」、
つ
ま
り
「
漣
痕
」

と
い
い
、
水
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
交
す
る
方
向
に
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
流
痕
」
も
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
で
き
ま

す
が
、
こ
ち
ら
は
水
の
流
れ
に
対
し
て
平
行
に
で
き
ま
す
。

　

昭
和
49
年
の
県
指
定
文
化
財
の
指
定
時
に
は
成
り
立
ち
が

明
ら
か
で
は
な
く
、
漣
痕
化
石
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
行
わ
れ
た
調
査
で
流
痕
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、

今
回
の
名
称
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
流
痕
は
、
日
本
海
形
成
初
期
（
約
２
０
０
０
〜
１
７

０
０
万
年
前
）
の
河
川
の
底
に
堆
積
し
た
泥
の
上
に
つ
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
泥
の
上
に
砂
が
堆

積
し
、
そ
の
上
に
ま
た
泥
が
堆
積
す
る
と
い
う
よ
う
に
砂
と

泥
と
が
交
互
に
堆
積
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
殻
変
動

で
地
表
に
現
れ
、
風
化
の
早
い
泥
の
層
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、

ひ
さ
し
の
よ
う
に
突
き
出
し
た
砂
の
層
の
下
面
に
流
痕
が
現

れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
流
痕
、
村
岡
区
村
岡
に
も
存
在
し
ま
す
。

「
海
底
面
の
流
痕
」
と
名
付
け
ら
れ
、「
下
浜
の
流
痕
」
よ
り

も
少
し
新
し
い
１
４
０
０
〜
１
６
０
０
万
年
前
の
浅
い
海
底

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

海
の
そ
ば
に
あ
る
「
下
浜
の
流
痕
」。
そ
れ
に
対
し
て
標

高
約
２
７
０
ｍ
に
あ
る「
海
底
面
の
流
痕
」。こ
の
２
つ
の「
流

痕
」
に
よ
り
日
本
海
が
で
き
る
と
き
に
淡
水
の
環
境
か
ら
海

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
２
月
20
日
に
県
教
育
委

員
会
は
新
た
に
９
件
の
文
化
財
を
県
指
定
文
化
財
に
指
定
し
、

そ
の
中
に
町
内
の
も
の
が
２
件
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
先
月

号
で
は
「
文
堂
古
墳
出
土
品
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
も
う
一
方
の
「
下
浜
の
流

り
ゅ
う
こ
ん痕
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

「
下
浜
の
流
痕
」
は
新
規
指
定
の
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
正
し
く
は
名
称
の
変
更
で
す
。
以
前
の
名
称
は
「
漣れ

ん

こ

ん痕

化
石
」。
こ
ち
ら
に
な
じ
み
が
あ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
漣
痕
化
石
」
か
ら
「
流
痕
化
石
」
へ
と
名

称
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
前
に
「
漣
痕
」
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
ご
説
明
し
ま
す
。「
漣
」
に
は
「
さ

下
浜
の
流
痕

県
指
定
文
化
財

▲下浜の流痕

▲海底面の流痕


